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写真を挿入

バイオレメディエーション用環境微生物

2015 10 2

環境微生物、microcystinの分解、プロテアーゼ、固定化、

バイオレメディエーション、

バイオテクノロジー

環境

ラン藻が産生する肝臓毒であるmicrocystinを分解する目
的で単離されたB-9株は、その後の研究でmicrocystinのみ
ではなく、アミノ酸を含有するペプチドやエステル類を極め
て円滑に分解することが判明した。特に、環状ペプチにも

適用でき、さらにプロテアーゼ阻害剤を効果的に用いれば
、その応用が拡大する。また、適当な固定化法を用いれば
「固定化微生物」として使用できることも確認されている。
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